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1Abstract
　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 
in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 
annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 
procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 
results from the mathematical and historical viewpoints.
　This is the sixth released article based on our research and results in which we studied the 
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訳：盈不足。 3 人で 5 銭を出し合って商いをした。いまその銭を（各自が均等に）負担し









　　（2 ）本題では、 3 人が出資した総額 5 銭を均等に分担しようとするので、総額を人数
で割れば算出できる（ 5 銭÷ 3 人＝1 2―3 銭/人）。ところが、ここでは盈不足術を用
いて解く。一群の盈不足題を解くために、最も簡略な設定にし、盈不足術の基本公
式を理解させようとしたのである。
　　　 　本題の場合には、割り算によって得られる解が 1 銭と 2 銭の間のある分数値であ
ることはすぐに了解される。そこで、注（5）で説明するように、 1 銭とした場合の
盈分、2 銭とした場合の不足分に着眼すれば、その分数値を導き出すことができる。
つまり、割り算の結果が分数値 x となる場合に前後の整数値 a, a + 1（a< x <a+1）
を用いて算定する方法から一般化した盈不足術やその応用題（鶴亀算、盗人算など）
へと発展していったことを示唆する。







　　　 　盈不足術を数学的に説明すると、求める解 x が定数 a, b の間にあり、a< x < b と
仮定した時の盈不足分がそれぞれm, n である場合、m : n の比によってa, b 間の内
分点を求めようとするものである。図 1 において、（x−a）：（b−x）=m : n より 










　　　　　　上　 a b  na mb na+mb（実）
　　　　　　下　m n m n m+n（法）
　　（5 ）術文には、具体的な数値を掲げない。次題の（二〇三＋二〇四）は同類の問題で
あるが、そこでは 1 斗と 2 斗を仮定して 1 斗半を導く。同様に考えたとすると、 1
銭を支払ったとすると 2 銭余り、 2 銭支払ったとすると 1 銭不足する、という条件
になる（a=1, b = 2 の時、m= 2, n = 1 ）。そこで、盈不足術の公式に当てはめ、
1 銭/人×不足 1 銭+ 2 銭/人×盈 2 銭













置算 → 互乗 → 加算
上 a b an bm an+ bm（実）
下 m n m n m+ n（法）
(5) 術文には、具体的な数値を掲げない。次題の（二〇三＋二〇四）は同類の問
題であるが、そこでは 1斗と 2斗を仮定して 1斗半を導く。同様に考えたとす
ると、1銭を支払った すると 2銭余り、2銭支払ったとすると 1銭不足する、
という条件になる (a = 1, b = 2の時、m = 2, n = 1)。そこで、盈不足術の公式
に当てはめ、





































今は（銭の代わりに）米で支払おうとする。（換算の比率は）1 斗に対して 2 銭である。
1 斗を支払ったとすると、 1 銭不足する。 2 斗を支払ったとすると、 1 銭余る。そこ















　　（1 0）本題は貸借金 3 銭を米で支払おうとする問題である。単価は 1 斗で 2 銭なので、
3 銭÷ 2 銭/斗＝1 1―2 銭として直ちに算出できるが、ここでは盈不足術を用いて解
く。すなわち、 1 斗とすると合計は 2 銭になって 1 銭不足し、 2 斗とすると合計は
4 銭になって 1 銭不足するので、 1 斗と 2 斗の間にちょうど 3 銭となる解がある。
そこで盈不足術に当てはめると、次式で解が求まる。
1 斗×盈 1 銭+ 2 斗×不足 1 銭









訳：米は 1 斗で 5 銭、菽は 5 斗で 1 銭である。今、 1 銭で 2 種の穀物（米と菽）を（あわ
せて 1 斗）買おうとする。それぞれ得られるのはどれだけか。答えにいう、米は1 2―3  
升を得、菽は8 1―3 升を得る。解法は、盈不足術を用いて求める。
注：（1 1）本題では、 1 銭で米、菽を購入しようとするものであるが、金額が与えられて
いない。答えから判断すると、米、菽を合わせて 1 斗になることを想定している。
　　（1 2）盈不足術の公式に当てはめるには、題意から穀物の升数 a, b を仮定し、その盈
分あるいは不足分m, nを導き出す必要があるが、どのような数値を立てたかは省略
されている。
　　　 　『算数書』【53】「米出銭」に類題が見られる。そこでは 2 つの問題を挙げている。
　　　 　（1）粺米（ 2 斗で 3 銭）と糲米（ 3 斗で 2 銭）が合計10斗あり、売れば13銭になる
場合。





たとすれば、「米だけを 1 斗買ったとすると、その料金は 5 銭なので、持ち金が 4
銭不足し、菽だけを 1 斗買ったとすると、その料金は 1―5 銭なので、持ち金が
4―5 銭
盈 （余） る」と考える。そして、これを言い換えて、「米は、 1 斗 （10升） とすると 
4 銭不足し、 0 斗 （ 0 升） とすると 4―5 銭盈る」「菽は、 0 斗 （ 0 升）とすると 4 銭不












（二〇七）〼［稲十］斗九錢、秶 （粢） 十［斗］〼 C020107
〼七錢、叔（菽）十斗［五錢。今欲買三物共十］〼 2197
〼斗、用八錢。問各幾可（何）。曰、稻六斗 0799
（二〇八）〼［秶（粢） 三斗、叔（菽）一斗。  （術）］曰、直（置）稻九、［直（置）］
































　　　 　※ 1 　「置稻九、不足一其下」は直後の「秶（粢）七直（置）贏一其下」「叔（菽）五、
直（置）贏三其下」と対比させると、「稻九直（置）不足一其下」を書き誤ったと考
えられる。
　　　 　※ 2 　「秶（粢） 不足一」は、前文の「粢贏三」と矛盾する。また、後文の体例より、
「粢」の上に「以」字があったほうがいい。したがって、「以稲」の 2 字を「秶（粢）」
に誤記したと考えたほうがよさそうである。












稲は 6 斗、粢は 3 斗、菽は 1 斗。術にいう、稲 9 には不足分 1 をその下に置く。粢 7
には盈分 1 をその下に置く。菽 5 には盈分 3 をその下に置く。稲の不足分 1 を稲 9 に
掛け、菽の盈分 3 を粢 7 に掛け、これを合わせた30を稲の実とする。菽の盈 3 を菽 5
に掛けた15を粢の実とする。稲の不足 1 を菽 5 に掛けた 5 を菽の実とする。盈分、不
足分を加え合わせた 5 を法とする。各々実を法で割ると斗を単位とする答えになる。
注：（1 3）本題は、稲・粢・菽を買うのに、総量10斗、総額 8 銭になるようにするには、
それぞれ分量はどれだけか、という問題である。10斗の単価は、稲は 9 銭、粢は 7 銭、
菽は 5 銭である。稲 a 斗、粢 b 斗、菽 c 斗とすると、以下の連立方程式が得られる。
　　　 a + b + c =10
　 9―10 a + 
7―10b + 
5―10 c = 8 または 9 a +7b +5c = 80
　　　 3 個の未知数に対して、 2 個の方程式であるから、不定方程式になる。
　　　 　その解法を現代数学的に説明すると、題意よりa, b, c＞ 0 であるから、a, b, cの
範囲を求めると、上 2 式より c をパラメータとして用いると、
　　　 a = c + 5, b = −2 c + 5
　　　これより、
　　　 5 ＜ a ＜ 7.5,  0 ＜ b ＜ 5,  0 ＜ c ＜ 2.5
　　　 したがって、この範囲における整数解という条件であれば、a = 6, 7 あるいは c = 1, 
2 の 2 通りの場合を考えればいい。それぞれの式に代入すると、未知数が 2 つの盈
不足問題となり、すなわち次の 2 組の整数解が得られる。
　　　（a, b, c）＝（6, 3, 1）,（7, 1, 2）
　　　なお本文では、（ a , b , c ） ＝ （6, 3, 1） の場合だけを解として採用している。






　　　 　後世には「百雞術」と呼ばれるものであるが、ここでは整数解 3 組を正しく求め
ている。ただし、術文はその 3 つの解の等差の数値を掲げるだけで、解の算出方法
は明記しない。
　　（1 5）ここの解法は、盈不足術の未知数を 2 つから 3 つに拡大したものである。盈不
足術を適用するためには、稲・粢・菽それぞれについて、盈分もしくは不足分を導
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く必要がある。復元された術文では、稲 9 で不足分 1 、粢 7 で盈分 1 、菽 5 で盈分 
3 という数値を仮定する。その 3 組の数を上下に置算し、稲、粢、菽それぞれに対
して上下の 2 数を選んで互乗（維乗）して実とし、盈分、不足分の 3 数を加え合わ
せて法とし、割り算を行って稲 6 斗、粢 3 斗、菽 1 斗という解を導き出している。
　　　　稲 6 　　　粢 3 　　　菽 1
　　　　不足 1 　　盈 1 　　　盈 3
　　　　稲実＝稲 9 ×稲不足（あるいは粢盈）1 +粢 7 ×菽盈 3 ＝30
　　　　粢実＝菽 5 ×菽盈 3 ＝15
　　　　菽実＝菽 5 ×稲不足 1 ＝ 5
　　　　法＝稲不足 1 ＋粢盈 1 ＋菽盈 3 ＝ 5
　　　　稲＝稲実30÷法 5 ＝ 6（斗）
　　　　粢＝粢実15÷法 5 ＝ 3（斗）
　　　　菽＝菽実 5 ÷法 5 ＝ 1（斗）
　　　この計算には一般性がなく、数学的な誤謬がある。
　　　 　稲 9 、粢 7 、菽 5 は、買う分量として仮定した斗数、それに対する盈分、不足分
は、総額 8 銭との差になるはずである。ところが、術文の「稲の不足 1 、粢の盈 1 、
菽の盈 3 」を 8 銭との差とするならば、稲 9 銭、粢 7 銭、菽 5 銭ということになり、
それぞれの10斗の単価に相当する。買うべき総量は10斗であるので、 1 種類の穀物
だけを買ったと仮定した場合のそれぞれの盈不足分に相当する。つまり、（a, b, c） 
が（10, 0, 0）, （0, 10, 0）, （0, 0, 10）となる場合を仮定したことになる。その数値を
用いて 8 銭で 2 物10斗を買う場合を求めるならば、前問と同類の盈不足問題となり、
（5, 5, 0）,  （7.5, 0, 2.5）,  （0, 15,−5）が得られる。 3 物を買うという条件を満たすた
めに、（5, 5, 0）から c を 1 斗を増やそうとすれば、 b を 2 斗減らし、 a を 1 斗増や
せば、ちょうど10斗で 8 銭になる。このように考えれば、盈不足術を適用して不定
方程式が解ける。
　　　 　ところが、術文では、 3 物の盈不足分をそのまま置算し、盈不足術に無理矢理 
当てはめて直ちに（a, b, c）＝（6, 3, 1） を導こうとするために、上段に置く数値は 
10斗ではなく、その代金である稲 9 銭、粢 7 銭、菽 5 銭にすり替えてしまう。 3 つ
の盈不足分の総和 5（＝稲不足 1 ＋粢盈 1 ＋菽盈 3 ） を法とするならば、上下 2 数





ているものは皆無であり、この術文はきわめて異例というべきである。 3 元 1 次不
定方程式が難題中の難題であったことは、『九章算術』を発展させた『張邱建算経』
でも不完全な術文しか見出せないでいるところに明示される。しかしながら、正し
い解法が導き出せないでいたとしても、秦代の数学書においてすでに 3 元 1 次不定
方程式の問題が扱われていたということは、これまで誰も予想しえなかった衝撃的
な発見である。ただし紀元前250年頃、アルキメデスがエラトステネスに宛てた手





注：（1 6）この断片は、術文の一部であり、もう 1 つ別の盈不足題があったと推察される。
（二一二）〼一。 （術）曰、以（七十）錢爲法。以三錢乘□□□□□□（17）（18） 1655
訓読：…一。術に曰く、七十銭を以て法と為す。三銭を以て…に乗じ、…
訳：… 1 。術にいう、70銭を法とする。 3 銭を…に乗じ、…
注：（17）カラー版では 6 文字分あるが、赤外線版では欠落している。
























理（句股弦の定理）とその応用問題を扱っており、直角三角形（a, b < c ）において、
a 2+ b 2= c 2（句2＋股2=弦2）およびそれを変形した a 2= c 2− b 2=（ c + b ）（ c − b ）
の公式（句冪＝股弦和・股弦差、「出入相補定理」と呼ばれる）を用いた解法を展開
する。これを用いれば、本題の解法は以下のように考えられる。
　　　 　円材の切り口の断面図を考えると、図 2 のように三辺がAC=2 r , AB=2 c , 
BC=2 r −2 d の直角三角形ABCができる。各辺の長さを半分にすれば同じく直角
三角形AODができるが、これに三平方の定理を適用すれば、
　 　  r 2= c 2＋（r−d）2が成り立つ。これより直径 2 r を求めると 2 r = c
2
















































































訳：… 5 、それらを加え合わせると 5 斗になる。問う、それぞれが得た米はどのくらいか。
答えにいう、 5―21斗。その術にいう、 1 人分（5 1―4 ）を置いて、 4 倍して、21とし、法と
する。…
注：（2 1）問いの文が欠落していて、米の総量が 5 斗であることしかわからない。答えに















訳：… 6 …両9 3―13 銖。
参考文献
［ 1 ］　朱漢民、陳松長主編『岳麓書院藏秦簡（貳）』上海辞書出版社（2011年12月）




［ 3 ］　 馬彪「『算数書』之“益耎”“與田”考」簡帛網（2006年11月22日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝467）
［ 4 ］　 田村誠、張替俊夫「新たに出現した二つの古算書―『数』と『算術』」大阪産業大
学論集　人文・社会科学編 9 号（2010年 6 月）
［ 5 ］　陳松長「岳麓書院所藏秦簡綜述」、文物（2009年第 3 期）
［ 6 ］　 肖燦、朱漢民「岳麓書院藏秦簡《數書》中的土地面積計算」湖南大學學報（社會科
學版）（2009年第23巻第 2 期）
［ 7 ］　許道勝「提封詞源考」湖南大學學報（社會科學版）（2009年第23巻第 4 期）
［ 8 ］　 肖燦、朱漢民「周秦時期穀物測算法及比重觀念――岳麓書院藏秦簡《數》的相關研
究」自然科學史研究（2009年第28巻第 4 期）


























［20］　彭浩「談秦漢數書中的“輿田”及相關問題」、簡帛網（2010年 8 月 6 日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝1281）
［21］　 陳偉「秦漢算術書中的“輿”與“益耎”」簡帛網（2010年 9 月13日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id＝1300）
［22］　 許道勝、李薇「岳麓書院所藏秦簡《數》釋文校補」江漢考古（2010年第 4 期）
［23］　肖燦「秦簡《數》之“秏程”、“粟爲米”算題研究」湖南大學學報（社會科學版）
　　　（2011年第25巻第 2 期）








［28］　 馬場理惠子「『九章算術』訳注稿（5）」大阪産業大学論集人文・社会科学編 6 号（2009
年 6 月）









集人文・社会科学編18 号（2013年 6 月）












［39］　 吳朝陽「嶽麓秦簡《數》之“乘方亭術”」簡帛網（2013年 1 月30日）
　　　（http://www.bsm.org.cn/show_article.php?id=1825）
［40］　 魯家亮「嶽麓書院藏秦簡『數』八四～一〇二號簡の配列問題について」　中國出土
資料研究第17號（2013年 3 月）
［41］　 小寺裕、張替俊夫「岳麓書院蔵秦簡『数』訳注稿（5）」大阪産業大学論集人文・社
会科学編20号（2014年 2 月）
